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和牛繁殖雌牛の枝肉形質お よび

蓄積脂肪 の品種的特徴

はじめに

世界的に肉資源の不足する今日､自給率の

低下を続けているわが国における健全な牛肉

生産は､動物蛋白資源を安定 して供給 してい

〈上で極めて重要であるo その意味で和牛の

大部分 を占める黒毛和種および褐毛和種の種

々の品種的特徴 を明 らかにすることは､両品

種の産肉能力を向上かつ斉-化する上で欠か

せない ことであ り､摩れた遺伝能力をもっ種

畜の選抜および改良に有効である｡ また. こ

れ らのことによって繁殖鹿家や肥育農家の経

営 を安定す ることがで きるものと考 えられる｡

これまで､屠殺することのできない種畜の枝

肉形質推定法が種 々2･5.8)検討 され､超音波

診断装匿の利用による枝肉形質の推定が家畜

に感影響 を及ぼすことな く高い精度で可能で

あることが報告 されている 1･3)｡ 日本あか牛

登や協会では, 1993年度か ら褐毛和種の登

鐘規定の大幅な改訂 を行い､繁殖雌牛につい

て基本豊や時に超音波診断装置に よる産肉形

質の評価 を行 うようになった｡ この規定改正

によって､従来､枝肉評価の際黒毛和種に比

べ若干劣るといわれている褐毛和種の肉質､

とくに脂肪交雑の斉一也への向上が期待でき

宮崎大学農学部動物生産学科

原 田 宏

るようにな った｡

しか しなが ら､肉質の向上､すなわち､高

い脂肪交雑評点 を望むあま り過剰な蒋横脂肪

の増加があってはな らない｡ とくに雌牛の繁

殖性は過度な蕃削 旨肪によ り悪影響を受ける7)

ことから.和牛の改良を行 ってい く上で.枝

肉形質の評価とともに雌牛の蕃横脂肪宜およ

び蓄積脂肪の分布状態 を明らかにすることは

重要な検討項 目であ り､両品種の体型にとも

な う枝肉形質または苦境脂肪並を明 らかにす

ることで品種的特徴をより明確にすることが

でき､それぞれの晶櫨に対応 した飼養管理技

術の向上 を期待することができるであろ う｡

そこで.黒毛和也および褐毛和種繁殖雌牛

の登録検査時 (初産前)の枝肉形質および蓄

横脂肪の超音波推定値をもとに､それ らの品

種的特徴および各形質間の幽連性について基

礎的調査 を行 った｡ さらに､品種ごとに体高

クラス別超音波推定値の差異等について合わ

せて紹介する｡

使用 した超音波測定器は､Bそ- ド電子ス

キャン方式のスーパーアイ ･MEAT (富士

平工業株式会社)で､探触子は 2.OMHzの

リニアモデル (27X147ntzR)を使用 した｡
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なお.測定器については､わが国の一部を除

いて,すべて電子スキャン方式の装置 を利用

しているのが現状である｡

超音波測定部位は生体左側の第7胸椎節目こ

おける胸最長筋横断面揖 (MLTA)､皮下

脂肪厚 (SFT)､筋間脂肪厚 (IMFT),

パラの厚さ (RT)､脂肪交雑評点

(BMS).さらに.第8-10胸椎

部 (FT一背 1)および腰椎部上 (F

T一背 2)､季肋骨上 (FT一挙肋)

および後腹 (FT一尻)における皮下

脂肪厚の9項 目であ り.RTは超音波

記脊写其上でSFTおよび IMFT測

定部位から左側 (体側下方)へ 1cm

(実測で3.4cm)離れた肋骨か ら広背

筋上端部までを測定 した｡

1.雌牛の牧内形質および蓄積脂

肪の品種的差異

調査した 1,042頚の黒毛和種およ

3.2カ月齢 と若干褐毛和種の方が高く.かつ,

個体差も褐毛和種の方がやや大きかった｡初

回種付けが雌牛の体重を目安にしていること

を考 えると,発育に関する斉-性の点で両品

種間に若干の差異が存在することが推察され

た｡

蓑2 超音波推定値に対する最小自乗分析結果

回 帰 (一 次 )
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VLTl:t7-ス芯 面積.RT;バラの厚さ,州S:R旨肪交雑.SFT:

第7胸椎部皮下脂肪厚,lXFT:筋間脂肪厚,FT-背1.2:

背将肪厚.FT一尻:後眼皮下脂肪厚.FT一事肋:季肋骨上

皮下脂肪厚, I:P〈O.05, 暮書:P(0.01.NS:有意性なし.

び5,955頚の褐毛和種繁殖雌牛の登

録検査月齢 (初産前)は表 1に示す ようにそ

れぞれ21.1士 1.7カ月齢および 22.4士

蓑 1 体測定値の品種別最小自乗平均値

初産前の繁殖雌牛にみ られるこうした発育

の個体差が枝肉形質や蓄積脂肪にも関与して

黒毛和種 褐毛和種

頼政 1042 5955

月齢 21.1±1.7 (8.1) 22.4± 3.2(14.3)

体重(cd') 471.8±7.3**(1.5) 518.3±13.2(2.5)

体高(M) 127.2_+0.5暮+(0.4) 129.5± 0.8(2.7)

術四(m) 186.9±2.0H(1.1) 190.8± 3.7(1.9)

は轄(M ) 46.1±0.3‡暮(0.7) 47.6± 0.6(1.3)

H:Pく0.01.()内の放値は変動係敷く%).

ー 2 -

いると思われるが.基本的に枝肉形質お

よび蓄積脂肪に対する遺伝および環境要

田の及ぼす効果についてHarvey4)の最

小自乗分散分析を用いて検討 してみた｡

分析の際取 り上げた要因効果は､品種.

品種内繋養地域､品種内種雄牛と地域の

交互作用な らびに,登録検査時の月齢と

体重-の回帰であ り､分析結果の概要は

衰 2に示す とお りである｡



先ず､品種の効果はMLTA､FT一背 2

およびFT一尻 を除 くすべての形質の超音波

推定値に対 して 1虜水準で有意性が認め られ

た｡有意性が認められたFT-背 1と同様に

背脂肪厚 を示すFT-背 2には品種の効果が FT-季肋

認められず､品種間で背脂肪の蓄積の仕方に

差異が認め られた｡ 両品種間で蓋が認められ

るのは､中腹における皮下脂肪厚やRTなど

蓄積脂肪に関係する形質であり.MLTA､

FT一背2およびFT-尻な ど筋肉量や､後

姫の蓄積脂肪量にはとくに品種的な差は認め

られないことが うかがわれた｡

これ ら各超音波推定値は表 3に示すとお り

であるが､よ り品種的差異を明瞭にするため､

黒毛和種の品種別最小 自乗平均値 を100と

して表 した各形質の超音波推定値の割合をレ

ーダーチ ャー トグラフで図 1に示 した｡

表3 超音波推定値の品種別最小自乗平均値

MLTl 黒毛和種
---褐毛和種

図1 各形質超音波推定値の品種別最小自乗
平均値

(形質名は表2と同様)

に高い値を示 した｡衰 3に示 した最小自乗平

均値についてみると褐毛和種のBMSは 0.71

士 0.02 (およそ 1-- 1)であ り.黒毛和

種の0.49士0.02に比較して平均値で0.23

形 質 黒毛和種 褐毛和種

帝政 300 330

JLTl(cd) 31.I±0.7 (2.3) 30.4±1.2 (3.9)

RT(= ) 55.0±1.4日 (2.5) 41.5±2.3 (5.5)

BJS 0.49士0.02日(4.I) 0.71±0.02(2.8)

SFT(帆 )

川FT(JltI)

FT-# l(m )

Fト背2(JIB)

FT一尻(m )

FT一挙肋(帆 )

13.7±0.4+*(2.9)

22.2±1.3書暮(5.9)

15.3±0.4H (2.6)

ll.6±0.5 (4.3)

10.5±0.6 (5.7)

L7.I±0.7日 (4.I)

8.1±0.7 (8.6)

14.5±2.1 (14.5)

8.7±0.7 (8.0)

10.5±0.8 (7.6)

9.1±0.9 (9.9)

10.5±Ll (10.5)

事I:P〈O.01.形質名は表 2と同様.()内の数値は変動係敢(I).

わが国の牛枝 肉取引規格に沿った格付け上

大きなウエイ トを占めているBMSでは褐毛

和種が黒毛和種に比較 して有意 (Pく0.01)

高い値が認められた｡

一般に.肥育牛の枝肉でみ られ

る場合と異な り､基本登録検査時

における繁殖雌牛については､褐

毛和種が黒毛和種に比較 して若干

高いBMSを示 し注 目すべ き点で

あった.褐毛和種が凍れたBMS

を示 した理 由として.褐毛和種の

場合､は じめに述べたように繁殖

雌牛の産肉形質の評価が行なわれ

るようになった登録規定改正後の

ものであ り､予備試験 として規定

改正 2年前から超音波診断装置の利用が行な

われ､従来多くみ られていた tt0"や tt0+

(0.33)〟等に推定されていた雌牛の更新
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が進められつつあったことが大きい と推察 さ

れた｡同時に,BMSは枝肉形質のなかでも

比較的成熟月齢の遅い形質であり､体型測定

値 と同様に増体能力および粗飼料利用性で康

れている褐毛和種 としての品種的特徴が現れ

たものと推察された｡他の超音波測定形質は.

いずれも黒毛和種が褐毛和種に比較 して高い

ことが認め られた｡ とくに,RT､FT一背

I,IMFT､FT一季肋およびSFTにお

いて褐毛和種は黒毛和種に比較 して顕著に薄

い値 を示 した｡表 3に示 した最小自乗平均値

についてみると.背脂肪厚を示すFT一背 1

は黒毛和種が 15.3州であ り､褐毛和種の

8.77mに対 して約 2倍近い値を示 した.また.

中躯における体側部の蓄積脂肪 を表すSFT､

IMFTおよびFT一季肋についても黒毛和

種は､13.7m.22.27LnLおよび 17.1和で

あ り.褐毛和種の8.1m.14.5mおよび

10.5mに対 して,それぞれ5.67ZnL､7.7m

および6.6nl7R厚い値を示 した.RTについて

も黒毛和種は55.0州であり､褐毛和種の

41.5相に比較 して平均値で 13.5m厚い値

を示した｡ 黒毛和種が有意に厚い値 を示 した

超音波測定形質は.いずれも蓄積脂肪あるい

は蓄積脂肪を含むものであ り､黒毛和種は褐

毛和種に比較 して脂肪を蓄債 しやすい ことが

うかがわれた｡ また､有意性は認め られなか

ったが,FT-背 2およびFT-尻は黒毛和

種がそれぞれ 11.67lnLおよび 10.5m を.褐

毛和種がそれぞれ 10.5抑および9.17ZnLを示

し.黒毛和種が褐毛和種に比較 してわずかに

厚い値を示 した｡過剰な蓄積脂肪の増加は.

雌牛の繁殖成掛 こ悪影響を与える7)ことはよ

く知 られてお り､とくに繁殖性に影響を及ぼ

すと考 えられるFT一尻については品種間に

大きな差は認め られず.また.他の皮下脂肪

厚に比較 してもFT-尻は薄い値であったが.

黒毛和種は多 くの蓄積脂肪形質で褐毛和種に

比較して有意に厚い値 を示 してお り.繁殖成

績. とくに平均分娩間隔 (現在約 404日)

を改善 して tt1年 1度 〝を目指 していくなら

ば､蓄積脂肪の適正管理 を促すような飼養管

理技術の向上.または改良の必要性が示唆さ

れた｡黒毛和種および褐毛和種のMLTAは

それぞれ31.1mFおよび 30.4cm2 とほぼ同

様な値を示 した｡先の蓑 1に示 したように登

録検査時における褐毛和種および黒毛和種の

体重の最小自乗平均値は､それぞれ518.3

kgおよび471.8kgであ り､褐毛和種がおよ

そ45kg重い値を示 し体型的に大きいことが

うかがわれたが,改良を進める上で重要な形

質であるMLTAに関しては品種間に差が認

め られなかった｡ また､枝肉歩留において黒

毛和亀および褐毛和種 ともにほぼ同様である¢

と報告 されてお り､かつ.枝肉中の骨の割合

では褐毛和種の方が大きいことな どか ら正肉

割合については黒毛和種が褐毛和種に比較 し

て摩れているもの と推察 された｡

品種内地城の効果はBMSを除 くすべての

超音波推定値に対 して1虜水準で有意性が認

められた｡ このことから.品種内においても

地域､すなわち飼養管理または地域ごとの気

候条件､さらには､地域によって種堆牛の供

用状況が多少異なることにともなう潜在的な
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遺伝効果な どの違いが多 くの枝肉形質の若齢

期の発育に対 して影響を及ぼす ことが示唆 さ

れた｡

品種内種雄牛×地域の交互作用の効果は､

FT一背 1およびFT-尻に対して1虜水準.

FT-背 2に対 して5勿水準で有意性が認め

られ.背や尻の蓄横脂肪については必ず しも

種雄牛の影響が一定でなく.飼養条件等が影

響することが うかがわれた｡

登脊時月齢への一次回帰の効果は､MLTA,

RTおよびFT一背 2に対して 1虜水準.I

MFTに対 して5虜水準で有意性が認め られ

たo登脊時体重への一次回帰の効果は､すべ

ての超音波推定値に対 して l東水準で有意性

が認められた.登脊検査時は.体型的には成

熟値に比較的近い値に遠 してお り､枝肉形質

についてもBMS等一部を除いてほぼ同様 と

考 えられることか ら､月齢的な影響とい うよ

りはむ しろ若齢期の発育のスピー ドの影響が

個 々の個体の枝肉形質に強 く関与することが

認められた｡それぞれの偏回帰係数について

みると登録時月齢-の偏回帰係数は､有意性

の認められたMLTA､RTおよびFT一背

2でいずれも負の値 を示 し､当然のことでは

あるが,登や検査 を高い月齢で受けた個体の

多 くは.発育の遅いものであったことが確か

め られた｡登録時体重-の偏回帰係数は.い

ずれも正の値 を示し､登録時体重が大きい個

体ほど超音波推定値についても大きくなるこ

とが認め られた｡ これ らを個体の発育とい う

点でみると良い ことではあるが､雌牛の受胎

率やそれに関連する分娩間隔等の繁殖性 とい

う点では肉屋:のみならず蓄棟脂肪も厚 くなる

ことは避けるよう注意しなければならない｡

すなわち.繁殖雌牛をあま り大きくすること

は.個体の維持飼料費等経営面のマイナスの

みな らず､繁殖成鎌の向上の点からも好まし

くないと考 えられる｡

これ らの ことに関連 して､体構成を考慮し

た各形質の発育または特徴をより明確にする

方法として.牛体の発育の指標 としてよく用

い られる体高な どを基準にして表す相対成長

とい う点からみるとより明確になると推察さ

れる｡ そこで品種別に先の分析で取 り上げた

各種影響要因で補正 した超音波推定値 を体高

クラス別に3っつに分け､それぞれ体高の中

間値の各形質平均値 を100として各体帯ク

ラスの枝肉形質および蓄積脂肪をその平均値

に対する割合で t/-ダーチャー トグラフとし

て図 2および 3に示 した｡なお､ この分析に

は､通常の枝肉形質に加 えて､背､季肋およ

び尻の皮下脂肪厚を測定 した黒毛和種 300

頚 と褐毛和種 330歳を用い､体高クラスの

中間値は.黒毛和種および褐毛和種において.

それぞれのほぼ平均値 を中心 とする 125-

128cmおよび 127- 130(諏=こ定めグル

ービングした｡

黒毛和種のMLTAは､125-128cm

の体高 クラスの平均値が 125cm未満および

128(Ⅶ以上の体高 クラスのそれに比較 して

大 きく､褐毛和種についても128-130

cmの体高クラスの平均値が.黒毛和種同様若

干ではあるが大きく.128cm未満および

130cm以上の体高クラスのMLTAが小さ

15-



図2 黒毛和種の各形質超音波推定値の体高
クラス別最小自乗平均値

(形質名は蓑2と同様)

図3 褐毛和種の各形質超音波推定値の体高
クラス別最小自乗平均値

(形質名は表2と同様)

くなる憤向が認められた｡ グラフにみ られる

MLTAの超音波推定値間の差異 を体高クラ

スBIJ平均値で示す と.黒毛和種は125cm未

蘇.125-128mおよび 128cm以上の

体高クラスにおいて.それぞれ31.OcT"2､

31.6cm2ぉよび 31.0cm2であ り.また､褐

毛和種のMLTAは128cm未満.128

-130cmおよび 130cm以上においてそ

れぞれ29.6cm2,30.9cm2および 30.5

cm2であった｡ これ ら各体高 クラスの平均値

間の差は､黒毛和種で0.6cm2､褐毛和種で

0.4-1.3cm2とわずかなものであったが､

繁殖雌牛の体型を大きくしても.そのこと

がMLTAの大きさ.いいかえれば肉量に

必ず しも関係するものではないことが推察

された｡

また､枝肉評価の上では肉量の指標の一

つ と考 えられているRTについてみると,

黒毛和種では体高クラスが高くなるのにと

もない厚くなる傾向を示 し､体高125cm

未満､125-128cmおよび 128cm以

上の平均値は､それぞれ58.8m､60.2

相および 65.0mであった｡褐毛和種にお

いても黒毛和種の憤向と同様に128C7n未

満.128-130mおよび 130cm以上

でそれぞれ33.87t78.36.5hlnLおよび36.2

m と体高 クラスにともない厚 くなる憤向が

認められた｡ とくに､黒毛和種は.各件高

クラス平均値の最小と最大との差は6.2m

であ り.褐毛和種 (2.77tnE)に比較 して体

高の増加にともない顕著にRTも増加する

ことが うかが えた｡ ただ､このRTは屠殺

後の枝肉半九で通常測定されているいわゆる

バラの厚さとされている部位よりかな りp-

ス芯の側 (皮下や筋間の脂肪を測定 している

位置から3.4cm体側下方)で測定 したもので

あ り､筋間の脂肪を通常のバ ラの部分より多

く含んでいる｡ 図3および 4のRTの対角に
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示 した IMFTをみるとほぼRTと同様の様

子が うかが える｡ この IMFTの体高 クラス

の平均値は黒毛和種において体高 125cm未

満.125- 128mおよび 128cm以上で､

それぞれ24.28LhL､25.27LDLおよび 27.2m

であ り.褐毛和種において体高 128cm未満､

128-130cmおよび 130cm以上で､そ

れぞれ10.3m.ll.9mおよび 11.7mで

あった｡黒毛和種の各体高 クラス平均値の長

大 と最小との差は､3.0州であ り､ これらの

ことがRTの差異に大きく影響していること

が示唆された｡すなわち､ IMFTの厚 さを

差 し引いて考 えると､体高によるRTの変動

はほ とん どな く.肉量には影響を及ぼ してい

ないことが推察された｡

BMSについてみると黒毛和種では体高 ク

ラスが高くなるのにともないBMSも高 くな

る傾向を示 し. とくに､128cm以上の体高

クラスにおいて高い値 を示すことが認め られ

たo褐毛和種では 128-130cmの クラス

が体高128cm未満および 130cm以上の ク

ラスのそれぞれの平均値 を上回った｡ しかし.

先にも述べたように黒毛和種および褐毛和種

ともに若齢期の､全体 として tl1"以下の低

い レベルの平均値であ り､最も高い値 と最も

低い値 との間の差はそれぞれ0.04および

0,07とわずかなものであった｡すなわち.

繁殖雌牛の基本登録時の月齢 (約20-25

カ月齢)からみて､この時期では､個体間で

比較する過程で ､ 一一0''と推定されるものを

更新の対象にしてい くことにそれほど間者は

ないと考 えられるが.単に平均値間の比較 を

行えるほ ど筋肉内に脂肪が蓄積 されていない

ものと考 えられた｡

次に.蓄積脂肪の一つであ り､登録検査に

おいても重要な検査対象になっている背脂肪

についてみると.黒毛和種のFT-背 1は､

いずれの体高 クラスにおいても約 8mでほぼ

一定していることが認め られた｡ また､褐毛

和種については体高 128-130cmの中間

の体高 クラスが若干厚い値 (6.ORAL)を示す

傾向であったがいずれの場合も107L丑以下の

低い値であった.一方､FT-背 2について

みると､黒毛和種は体高 クラスが高 くなるに

つれてFT-背 2が薄 くなることが認め られ.

褐毛和種では 128-130(刀の クラスの平

均値が長も厚い値 (10.6" ) を示 し､品種

間に異な った傾向が認め られた｡ これら両品

種のFT-背 1およびFT一背 2ともに体高

クラスごとの平均値間の差は 1m以下 ときわ

めて少なく､ とくに体高との関連で問席にす

ることはない と思われたが.黒毛和種の場合､

FT-背 1で繁殖成歳に悪影響を及ぼす と考

えられる 15相をいずれの体高 クラスでも越

えてお り.若齢期､ とくに初産後の晴育期に

おける飼養条件を十分注意する必要があると

考 えられたOすなわち.泌乳 しているからと

い って濃厚飼料等をあまり給与 しないよう適

正管理の必要性がある｡

従来の調査で､繁殖成簾により強 く影響す

ると考 えられる後躯の蓄横脂肪を示すFT-

尻についてみると､黒毛和種では IMFTと

同様､体高の増加にともない厚くなる(10.5

- 11.5717R)傾向にあり,褐毛和種では128
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～130cmの クラス (9.0れ7n)が他の クラス

(8.3-8.8nm)に比較 して若干厚いことが

託められ.両品種間に異なった債向がみ られ

た｡ このFT-尻についても､黒毛和種では

128cmを越 える クラスで,繁殖成親に悪影

響を及ぼす と考 えられる10nl社を越 えるもの

が多く,初産後の受胎率に少なからず悪影響

を及ぼすことが推察された｡

さらに.皮下脂肪 としては､通常.他の部

位に比較 して厚いと考 えられる中躯の体側部

における蓄積脂肪 を示すFT-季肋およびS

FTについてみると,黒毛和種のFT一季肋

では､平均値間にはそれほ ど大きな差はない

ものの､ 128C研以上の体高 クラスにおいて

厚 く (21.6nz7n).褐毛和種では他の蓄積脂

肪 と同様,128-130cmの クラス (8.0

m)において最も厚い傾向を示 した｡黒毛和

稜のFT一挙肋では.中間の体高 クラスの繁

殖雌牛でも20nmに近い値 を示す個体が多く,

褐毛和種では最も厚い 128-130cmの ク

ラスでも 10m以下の個体がかな り存在 した.

また.SFTについては黒毛和種は体高128

･7n以上 (16.87L7R)､125cm未満 (16,1

m)および 125-128cm(15.8m)の

クラス順に平均値が厚 く､褐毛和種では､体

高 128-130cm(5.9m)､128cm未

満 (5.5荊nL)および 130cm以上 (5.3aLhL)

のクラス順に厚いことが認められ､各 クラス

の平均値間の差は 1れ78以下 と小 さなものであ

ったが.両品種間の差はおよそ 107lhL以上あ

り黒毛和種の方が厚かった｡

以上.個 々の形質について体高との関係を

品種間で比較 してみたが.黒毛和種の場合す

べて舎飼いであるのに対 して褐毛和種の場合.

山地での放牧 を取 り入れている個体も含まれ

ていることから粗飼料の利用性や発育生理上

にみ られる品種特有の差異に運動量の差が加

わ り､ とくに蓄積脂肪量の差に顧著に現れた

ことも考 えられた｡ また.図 2および 3で顕

著なことは､黒毛和種の場合.体型 を大きく

するとMLTAのような肉量の指標となる形

質に効果がみ られな く､背脂肪を除 くほとん

どの蓄積脂肪の増加を招き.かつ､そのこと

が tt1年 1度 "をより難 しくさせる方向に向

か う可能性が大きいことが示唆された｡一方､

褐毛和種の場合､いずれの形質においても､

現状の平均的な体高である128-130cm

の クラスの雌牛が最も大きな値を示 してはい

たが､蓄積脂肪等で問膚 となるほ どの厚さよ

りかな り薄 く､体型を大きくしてかえってB

MSを下げる結果を招くことを避けた方が効

果的であると考 えられた｡すなわち.体型を

大きくするとい うことに関しては､単に牛体

の維持飼料量の増加を招くだけでなく鹿肉性

や繁殖成績の面からも決 して好ましくないも

の と判断された｡

2.雌牛のせ肉形質および蓄積脂肪の
相互関連性

今回取 り上げた各形質は相互に関連 してお

り､ とくに雌牛の繁殖性に影響を及ぼすと考

えられる蓄積脂肪について検討を加えてみた｡

なお､前項でも述べたように一部の形質を除

いて.品種間でかな り関連性に差異があるこ

-8-



とが推察されたため.先に述べた種 々の影響

要田で補正 した超音波推定値について品種別

に相関係数を求め､表 4に示 した｡

査 を受ける月齢にかな り個体差 (22.4士

3.2カ月齢)があ り.そのことが体型的な差

にとどまらず､枝肉形質や蓄横脂肪にもバラ

表4 超音波推定値の単相関係数

KLTI RT Bus SドT IKFT Fr-背I FT一背2 FT一尻 Fr-季肋

lLT1 0.23事書 0.20書‡0.12暮 0.20事事 0.10 0.17*書 0.15暮* 0.09

RT 0.61手書 0.22書書0.45書* 0.87書暮0.47‡‡ 0.26+暮0.35‡‡ 0.37+暮

BKS 0.52暮書 0.39事暮 0.13書 0.20暮暮 0.22*書 0.16手書0.11 0.16書‡

SFT 0.59手書 0_73書+ 0.44事暮 0.71柑 0.63書暮0.72書+0.70‡書 0.69相

川FT 0,60+暮 0.84+暮 0.37*‡0.44暮暮 0.61書事 0.64書暮0.64‡* 0_44‡‡

FT一背1 0.54叫 0.62書書 0.44*書 0.46暮暮0.48書事 0.44書I0.47手書 0.49‡‡

FT一背2 0.55手書 0.64書暮0.46相 0.29*暮 0.2名書暮 0.78書事 0.27+書 0.24書手

Fr一尻 0.65書* 0,57手書0.48+*0.5綿半 0.3Gi事 0. 65暮事 0.67書‡ 0.47*‡

FT一挙肋 0.53 ** 0.56事‡0.43II0.43書書 0.60書手 0.67手書0.73手書0.69書手

形質名は表2と同様.対角線より上が鼻毛和種.下が褐毛和種.

黒毛和種ではMLTAとFT-背 1および

FT一挙肋 との間.また､BMSとFT-尻

との間を除 くすべての形質間に有意な相関関

係が認め られ.かつ､いずれも正の値を示 し

た｡褐毛和種はすべての相関係数について1

虜水準で有意性が認め られ.黒毛和種 と同様

にすべて正の値を示 した｡MLTAと他の形

質 との間の相関係数は.褐毛和種の場合0.52

- 0.65であ り､黒毛和種の場合の 0.09-

0･21に比較 してかな り高い値が認め られた｡

相関係数は一般に母集団の分散､すなわち

バ ラツ牛が大きいほ ど高くな りやす く､前述

の蓑3に示 したように.BMSを除 く各形質

超音波推定値の変動係数は褐毛和種が黒毛和

種に比較 して高く. このことが褐毛和種にお

いて高い相関係数を示 した要因の 1つである

と考えられた｡褐毛和種の場合.基本登録検

ツキをもた らしてい

ることが示唆された｡

BMSと他の形質推

定値 との相関係数に

ついても同様に褐毛

和種 (0.39-0.52)

の方が黒毛和 種

(0.11-0.22)に

比較 してかな り高い

値 を示 した｡BMS

についてはいずれの

品種についても肥育

牛に比べ､飼養環境や月齢的なことも関連 し

てかな り低い レベルではあった ことに対 して､

黒毛和種の方はよ り若齢で､全体的に低い レ

ベルであったことと逆に､褐毛和種の方が

tt0"と推定される個体が少なくな り､個体

間に少 しずつ差が現れ始めていたことに主な

要因があると推察された｡一方､MLTAと

BMSとの単相関係数は黒毛和種で0.20､

褐毛和種で0.52の値が認められたO遺伝相

関等の分析 を行 うことによってより詳細にな

ろうが､主要な経済形質であるMLTAおよ

びBMSの蓑型相関が褐毛和種の場合比較的

高い正の値であったことか ら､同時選抜ある

いは改良が可能であることが示唆された｡た

だ､一方で､MLTAおよびBMSは皮下や

筋間の蓄積脂肪 との単相関係数が.黒毛和種

においてそれぞれ0.09-0.20および0.1I
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～0.22とそれほど高くなか ったが､褐毛和 様､最小 自乗分散分析結果 を用いて各形質の

壇では.それぞれ0.54-0.65および0.37 補正を行 った｡黒毛和種および褐毛和種の両

～0.48のやや高い値が認められることか ら､ 品種別の主成分分析の結果は蓑5および6に

MLTAあるいはBMSの優れた雌牛

は.蓄横脂肪についても厚 くなる憤向

がみ られ､繁殖雌牛の肉質向上を推進

する上で.過剰脂肪にならぬよう適正

管理に注意する必要があると考 えられ

た｡

今一つ､今回の分析で興味深かった

のは.褐毛和種に比較 して平均値でか

なり厚かった黒毛和種のSFTやIMFT

が､他の蓄積脂肪や IMFTと関連の

深いRTとの間に褐毛和種以上のかな

り高い相関係数を示 したことである｡

すなわち.黒毛和種の場合.先の衰 3

に示 したSFT.IMFT.FT一背

1あるいはFT一挙肋のように褐毛和

種に比較 してかな り厚 く.かつ,変動

の少ない蓄積脂肪のいずれかを適正管

理することによって繁殖成簾に大 きな

改善をもた らす ことが うかがえた｡

以上述べてきたように､両品種間に

は､体型にみ られる以上に枝肉形質や

蓄積脂肪の推定値､さらには.それぞ

れの形質間の関連性に品種特有のもの

とも考 えられる差がみ られる｡

そこで.蓄積脂肪および枝肉形質の

縫合的な評価を行な うために.それぞ

れの形質の超音波推定値 を用いて王威

表5 黒毛和種の超音波推定値の主成分分析

PCll PC-2 PC-3 PC-4 寄与率

lLTI

RT

BVS

SドT

I一FT

FT-背I

FT-背2

FT一尻

FT一挙肋

0.644 0.168 -0.632

0.188 -0.518 0.002

0.547 0.275 0.707

-0.245 0.061 -0.103

0.130 -0.507 0.021

-0.139 0.195 0.146

0.060 0.518 -0.127

-0.293 0.235 -0.186

-0.262 0.074 0.131

1

1

3

8

0

4

4

3

5

9

9

9

5

9

6

U'
6

Lh

0

0

0

0

0

0

0

0

0

固有値 3.728 1.121 0_960 0.824

寄与率 0.411 0.125 0.107 0.092

東嶺寄与率 0.414 0.539 0.645 0.737

PCl1-2,3,4:第1.2.3,4主成分,形質名は表2と同様.

表6 褐毛和種の超音波推定値の主成分分析

PC-1 PC-2 PC-3 PCI4 寄与率

XLT1 0

RT 0

ZIKS 8

SドT 0

川FT 0

Fト背1 0

FT一背2 0

FT一尻 O

FT一章肋 0

a.250 -0.420 0.523

-0.338 -0.42l -0.295

0.811 -0.189 -0.434

-0.160 -0.019 -0.011

-0.351 -0.357 -0.105

-0.039 0.366 -0.253

-0.044 0.379 -0.219

0.115 0.141 0.547

0.006 8.430 0.172

固有値 5,851 0.777 0.667 0.454

寄与率 0.650 0.096 0.074 0.050
累壊寄与率 0.650 0.746 0.810 0,861

PC-L.2,3,4;第1.2.3.4主成分,形質名は表2と同様.

分分析を行 った｡なお､分析にあた り､品種 示す とお りである｡

間の特徴をより明確に表すために､前述 と同 品種別に主成分分析を行った結果､9つの

-10-



主成分についてそれぞれ固有値が得 られたが､

上位 4つ (PC-I-4)の主成分の累積寄

与率は.黒毛和種および褐毛和種でそれぞれ

73.7虜および 86.1虜であった. したが っ

て.本分析では第 1主成分か ら第4主成分ま

でを取 り上げ､これ ら4つの主成分の固有値

ならびに､主成分 を構成する各超音波推定値

の係数および寄与率について検討 を行 った｡

黒毛和種および褐毛和種の各主成分の寄与率

は､PC-1で 41.45および 65.0啓,P

C-2で 12.5序および 9.6虜.PC-3で

10.7虜および 7.4虜､PC-4で9.2東お

よび 5.0宙であ り.いずれの品種もPC-I

は9つの超音波測定形質の変動の約半分を説

明する結果 とな った｡ また､褐毛和種の場合.

PC.-1の寄与率が黒毛和種のそれに比較 し

てかな り高く､逆に.PC-2-4の寄与率

は極めて低い値 とな った｡

つぎに､得られた 4つの主成分 を構成する

各超音波推定値の係数をみると,黒毛和種の

PC-1の係数はMLTA (0.156)およ

びBMS (0.175)で若干低い値が認めら

れた他は､0.269-0.415の範囲を示 し

た｡すべての係数で正の値が認められ､いず

れの形質の超音波推定値が大きくな ってもp

C-1の係数は高くなるが､ とくに蓄積脂肪

に関する推定値で比較的高い正の係数が認め

られることから.黒毛和種におけるPC-1

はとくに蓄帝脂肪に関する因子であると考 え

られた｡他方､褐毛和種のPC-1を構成す

る各超音波推定値の係数は､正でかつ0.248

-0.357の範囲であ り､黒毛和種 と同様い

ずれの形質の推定値が大きくな っても､本主

成分の係数は大きくなることが認められた｡

すなわち､褐毛和種におけるPC-1は.枝

肉形質および蓄横脂肪がほぼ同等に発育と関

連する因子であると考 えられた｡ また.その

寄与率は65.0虜とかな り高い値を示すこと

か ら.褐毛和種のPC-1は取 り上げた各形

質推定値の変動の大部分を説明していること

が示唆された｡

PC-2を構成する各超音波推定値の係数

をみると､黒毛和種はMLTA (0.644)

およびBMS(0.547)で高い正の値が認

め られ.FT-背 1(-0.139).FT一

季肋 (-0.262).FT-尻 (0.293)

およびSFT (-0.245)で,それぞれ値

は低いが負になることが認められた｡一方､

褐毛和種については.黒毛和種の場合 と異な

り.BMS (0.811)が長も高い正の値を

示 し.MLTA (0.250)の値は極めて低

かった｡ さらに.負の値はRT (-0.338)､

FT一背 1 (-0.039)､FT-背 2

(-0.044)､ IMFT (-0.351)浴

よびSFT (-0.160)に認め られ.かつ､

RTおよびこれと関連の深い IMFTがML

TAより強 く影響していることが うかがわれ

たO これらのことから.黒毛和種の場合.P

C-2の係数が正で大きい個体ほ ど重要な経

済形質であるMLTAおよびBMSに健れ､

負で大きい個体ほ ど書手脂肪が多くなること

を示 し､褐毛和種の場合. この係数は､登脊

規定改正前後の数年間で改良が進んだとみ ら

れるBMSや負の要田として､主にRTや Ⅰ
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MFTにより強 く連動 していることが示唆さ

れたo このように両品唖 とも経済価値に強 く

関連 した国子であったが.PC-2を構成す

る要素 としては品種間に違いが認められた｡

PC-3を構成する各形質推定値の係数を

みると､黒毛和種はFT一背 2に0.518の

正の高い値が.BMSおよびFT一尻にそれ

ぞれ0.275および 0.235の正の値が認め

られ､RTおよびIMFTでそれぞれ-0.518

お よび-0.507の負の高い値が認め られた｡

負の係数が認め られたRTおよび IMFTは

体深部の蓄積脂肪厚 さを､また､正の係数 を

示 した他の超音波測定値は体表 部. とくに背

脂肪の厚 さを主に示す ことか ら､PC-3は

体表部における中躯か ら後躯への背脂肪の増

加を示す田子であると考 えられた. 褐毛和種

を構成する各形質推定値の係数は.FT一背

1(0.366).FT-背 2 (0.379)お

よびFT-季肋 (0.430)で正の比較的高

い値が認められ､MLTA (-0.420).

IMFT(-0.357)およびRT (-0.421)

で比較的高い負の値が認め られた｡すなわち.

褐毛和種のPC-3は中､後腹の背脂肪の増

加を表す国子であると解釈 され､黒毛和種 と

比較的似ていたが.MLTAやBMS等の経

済形質についてはいずれも全 く逆の構成因子

として関わ ってお り､PC-1や 2と同様品

種間で主成分を構成す る要因にかな りの違い

が認め られた｡

PC-4の寄与率は､表 5お よび 6に示 し

たように黒毛和種で 9.2多.褐毛和種で5.0

序とかな り低いものであ り､形質の変動の成

分 としては小 さい と考 えられるが､構成田子

の様相は両品種間でかな りの差がみ られた｡

以上のように､登録検査時における黒毛和

種および褐毛和種繁殖雌牛の超音波推定値に

ついて品種間の比較および検討 を行 った結果､

蓄積脂肪については黒毛和種が褐毛和種に比

較 して高い値 を示 し､黒毛和種については､

繁殖性に悪影響を与えると考 えられる過剰な

蓄積脂肪 を減少 させ るような改良および飼養

管理の必要性が示唆 された｡ また.董卓検査

に超音波診断装置の利用が行われている褐毛

和種は､BMSで高い値が認められ.繁殖雌

牛の改良を行 う上で.超音波診断装置の利用

が効果的であった ことが推察 された｡

超音波推定値間の関連性は､褐毛和種が一

部蓄積脂肪 を除いて.黒毛和種より強いこと

が認め られた品種間に違いが認め られた｡ ま

た,今回取 り上げた形質について総合的に主

成分分析 を行 った結果.主成分 を構成する各

形質の超音波推定値の係数については両品杜

間でかな りの差が認め られ､黒毛和種につい

ては褐毛和種以上に繁殖性への蓄積脂肪の影

響 を考慮する必要性が示唆 された｡最後に､

産肉形質の改良については､和牛 として同類

に入れ られている両品種間で.かな り飼料の

利用性や発育様相の違いがあることから､必

ず しも-様な方法で行 えるとは考 えられず､

改良速度お よびその精度 を高めるためにも繁

殖雌牛の肉量.肉質等の枝肉形質について有

効な選抜基準の作成の必要性が示唆 された｡
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